
#1　「ジュテーム北村」　馬野ミキ

東京の詩の朗読(ポエトリーリーディング)の界隈にて
知らぬ人はいないというある種の孤高の存在がジュテーム北村である
肉体をその場にもって
つまり声に出すことを前提として練られたテキストを
リズミカルに、感情豊かに、半即興的に
描く。
そのステージング以外は寡黙であり、打ち上げに居残るこもなく(かなり前から酒を断っているみた
い)
東京のオープンマイクのステージを黙々と周回する

花がただ咲くみたいに
ただ朗読するのだ

自分が一年間運営させてもらった「抒情詩の惑星」に一篇、ジュテーム北村の詩があるが
インターネットやメールをしないということで
なんと郵送で原稿が届いた
ジュテームさんの原稿を自分がキーボードを弾いて掲載することは何か違うと思い
スマホで原稿の写真を撮りそのまま掲載した

ジュテームさんの面白いところは、スラム(詩などの競技大会)に参加しないことで一度聞いたことが
あって
「負けたらカッコ悪いじゃねえか」と言われた
その真意は定かではないが、他者との比較　という場所では戦っていないだろうと思う

東京のオープンマイクの世界で圧倒的な存在感を示すジュテーム北村であるが
東京のアートシーンの注目を浴びる、ということがないのは少し奇妙に思える
その解離に。
でもアートシーンとは何だろうか？
美術、芸術系の雑誌にとり上げられること？
自分からみて、ジュテーム北村がそのように詩、ポエトリーの枠を越え
アートシーンからとり上げられるということにその実力的には違和感はない
ただ、彼が何を望んでいるのかは知らないが・・・

十五年前、自分に長男が出来た時　出産祝いを頂いた
「ミキくん、これは詩で稼いだ金だ」と封筒を渡された
ロードバイクに乗って都内のオープンマイクにひょっこりと現れるジュテームさん
そして花がただ咲くことが当たり前のようにパフォーマンスを繰り広げ去っていく
自分が打ち上げでよだれをたらしている頃
或はSNSで自分のつぶやきリツイートを数えてい頃



ジュテーム北村は黙々と詩を書いているだろう。

※抒情詩の惑星　ジュテーム北村　https://poetry2021.webnode.jp/%e3%82%b8%e3%83%a5%e3
%83%86%e3%83%bc%e3%83%a0%e5%8c%97%e6%9d%91/


